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Thujicacid のジエチル7マイド:ネッタイシマ

カの忌避物質

DietIlylamideofThujicAcid:A PotentRepel･

lentofAedesaegybti.Ⅴ.Hach&E.C.McDonald,
Science,174,144(1971).

ヒノキの1種 (westernredcedar,ThujaPlicata

Donn)の材は,殆んど虫がつかないと云われている.

しかし,この材の化学成分は,thujicacid(Ⅰ)以外

あまり知られていないので,この酸を中心に種々のア

マイドをつくり昆虫に対する忌避作用を調べた.既知

の N,N-diethyトm-toluamideと比較すると thujic

acidのアマイド額は,環のメチル基と側鎖の窒素の

距離が殆んど同じであることが認められた.これが,

忌避作用をもつ一因であろう.

合成したアマイドは,袋にまとめてある.一般式は

Ⅰで,化合物はIaからIlまである.これらの化合

物を米田思務省及びカナダ林業 ･漁業省の各研究所で

スクリ-ニングした.方法は,木綿製の靴下0.093mB

当り各化合物3.3gで処理したものに腕を入れてネッ

タイシマカのケージに1分間入れる.これを1日から

7日間陶で5匹のカが吸血するようになるまで続けた.

その結果, Idが50日間吸血しなかった.比較のため

の dimethylphthalateは11日から22日であった.特

に強い忌避作用を示した化合物に,thujicacid とは

関係がないが,2-buty1-2-ethyト1,3-propandiolで

196日であった.

ワモンゴキブリとチャバネゴキブリに対する忌避作

用は雌雄各10匹を隣接したボール函に入る数を数えた.

この商は二つあって,-つはプランクーつは,忌避剤

を塗布した.この方法で,槙準にしたFencholicacid

よりもIdは,35%強い作用があった.

このような結果から忌避剤には,一般に〃にこっの

アルキル基の置換したものが効力を示すと考えられる.

しかしカに効力があってもゴキブリに効力のないもの

もある.また,特に注目に価するのは,IcとIgの
二つがネッタイシマカにかなりの誘引作用をもつこと

である.培準にしたL(+)乳酸とは揮発性が違うので

竃接比較することは難しい.(高橋正三)
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Ⅰ式における置換基

I RI R2

a CHS H

b CHa CH8

c c2H6 H

d C2H古 C2H6

e A-C̀H9 H

f n-C▲H9 n-C-Hl

g Cyclohexyl 班

h CH2-C6H6 H

1 01ccHrOCH3 H

J p-CeHrCI H

k thiazolyl H

l (CH2)6
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